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1. はじめに 

台風は地震に比べて発災までに比較的時間猶

予があり，事前対策を充実させることで被害軽

減が可能である．災害時には，行政によって警

報や避難情報が発信されているが，対応行動の

遅れによる被害が多数発生している．例えば，

台風の影響により鬼怒川が氾濫した 2015 年 9 月

の関東・東北豪雨災害では，避難の遅れにより

多数の孤立者が発生した．災害時に人々の行動

を促すには，警報や避難情報に加えて，より身

近に感じられる避難のきっかけとなる情報提供

が必要と言える． 

台風災害における対応行動の遅れの解決策の

ひとつとして，タイムライン[1]がある．タイム

ラインは，台風の上陸に合わせて，誰がいつ何

をするかを事前に整理した対応行動計画である．

これに従うことで余裕を持った行動ができるが，

行動開始のきっかけとなる情報が求められる．

また，中村ら[2]は，台風経路を用いた台風被害

の予測モデルを提案している．しかし，予測結

果を住民の避難行動に繋げる被害予測から行動

に繋げるための支援も必要となる． 

そこで，本研究では，台風発生時の過去の被

害情報から，相関ルールマイニングを用いて，

行動開始のきっかけとなる情報を抽出する．さ

らに，抽出した情報を用いて，リアルタイムに

提供されるマイクロブログを情報源とし，発災

時の住民の避難行動を促す情報提供システムの

開発を目指す． 

 

2. 避難行動促進情報提供システムの構築 

本研究では，台風災害時に住民の避難行動を

促す情報を提供するWebシステムを開発する． 

構築するシステムの概要を図 1に示す．本シス

テムは，相関ルール抽出部と，Web システムに 

 

 
図 1 システム構成図 

 

よる情報提供部から構成される． 

相関ルール抽出部では，台風データベースシ

ステム[3]から過去の台風災害時の被害データと

して，被害が発生した「地域名－被害種類」の

組を収集する．次に，収集した被害データに

Apriori アルゴリズム[4]を適用し，相関ルールを

抽出し，被害ルールデータベースに格納する．

本研究で抽出する相関ルールとは，被害が発生

した「地域名－被害種類」の集合Xと被害が発生

した地域名の集合 Yにより，X→Yで記述された

関係である．具体的には，「岡山県で床下浸水

が発生→香川県で被害が発生」という関係を抽出

する．Apriori アルゴリズムで用いる指標である

サポート率を式(1)に，確信度を式(2)に示す． 

サポート率 =  
X と Y とをともに含む台風件数

過去の全台風件数
      (1) 

確信度 =  
X と Y とをともに含む台風件数

X を含む台風件数
       (2) 

本研究では，対象地域は都道府県単位とし，

被害種類は床下浸水やライフライン被害など 12

種類とする．条件部は「地域名－被害種類」の

組であるが，帰結部は地域名のみとする． 

Web システムによる情報提供部では，抽出し

た相関ルールと，ウェザーニュースの減災リポ

ートマップ[5]の減災リポートの情報から，住民

の避難行動支援となる情報を提供する．提案シ

ステムは，被害リポートマップと地域被害マッ

プの 2画面から構成される． 
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被害リポートマップは，利用者が居住地域を

入力すると，その日に減災リポートに投稿され

た全被害リポートと件数，相関ルールの条件部

と一致する減災リポート件数，帰結部に居住地

域を含む相関ルールの一覧や，防災上情報とし

て Yahoo!天気・災害の RSS 情報を表示する．利

用者は，相関ルールの条件部と一致する減災リ

ポート件数の増加数から避難開始の参考とする． 

地域被害マップは，居住地域で過去にあった

被害を地図上に示し，種類別の過去の被害数と

市町村別の過去の被害数がグラフで表示する．

これらの情報から住民は，被害発生の予測や被

害イメージをし，被害に対応するための準備を

行うことができる． 

 

3. 避難行動促進情報提供システムの評価 

3.1 相関ルールの有用性の検証 

本研究では，抽出した相関ルールが台風被害

の予測に有効であるかを検証する．本研究では，

2006 年から 2014 年に台風データベースシステム

に被害情報が登録されている 55 個の台風から，

最小サポート率 0.1，確信度 0.7として相関ルール

を抽出する．Apriori アルゴリズムを適用した結

果，388件の相関ルールを抽出した．全 47県のう

ち，予測対象となる帰結部には 35 県が含まれた．

北陸地方台風被害が少ない地方や，条件部が抽

出されない九州沖縄地方では，相関ルールが抽

出できなかった． 

本実験では，2015 年に日本に被害をもたらし

た 5個の台風を対象に抽出した 388件の相関ルー

ルによる予測による適中率，見逃し率と空振り

率を検証する．ここで，適中率は，相関ルール

の条件部の県に被害が発生した際に，帰結部の

県でも被害が発生していた割合を示す．見逃し

率は，条件部の県に被害が発生しなかったが，

帰結部の県に被害が発生した割合を，空振り率

は，条件部の県に被害が発生したが，帰結部の

県で被害が発生しなかった割合を示す． 

結果を表 1に示す．スペースの関係から表 1で

は，帰結部を抽出できた 35 県を地方別に集計し

た結果を示す．空振り率と見逃し率が低い方ほ

ど有用な相関ルールが抽出できていると考えら

れる．表 1より，中国地方，東海地方や四国地方

では相関ルールに基づいた情報提供が有効であ

ると考えられる． 

3.2 リアルタイム予測への適用実験 

3.1 で抽出した相関ルールを用いて，2015 年台

風 11 号が香川県に接近・上陸した日の避難行動

促進情報について，抽出できた件数を時系列ご

とに調査した結果を図 2に示す．図 2より避難勧 

 
図 2 時系列ごとの避難行動促進情報抽出件数 

 

表 1 相関ルールの有用性の評価実験の結果 

 
 

告が発令されている時間帯の避難行動促進情報

の増加件数が多くなっていることが分かる． 

このことから最も避難情報の提供に効果があ

る時間帯に多くの情報を提供できると言える． 

 

4. おわりに 

本研究では，過去の台風災害の被害情報から

相関ルールを抽出しに基づいてマイクロブログ

から被害情報を取得し，住民の居住地域での被

害発生と結びつきが強い被害情報を避難行動促

進情報として住民に提供する Web システムを開

発した．今後は，発災時に住民にこの Web シス

テムを利用してもらうための Push 機能の追加や，

提供する避難行動促進情報がどの程度避難行動

に影響を与えるかを評価する予定である． 
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北海道

東北
関東 北陸 東海 近畿 中国 四国

九州

沖縄

適中率 0.73 0.73 0.50 0.85 0.70 0.93 0.80 0.60

見逃し率 0.20 0.00 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.47

空振り率 0.28 0.27 0.40 0.20 0.32 0.00 0.20 0.20
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